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…一一一……一一一一一側側一平成5年 6月 広報うおづ (2)

財 政状況 「一一一-j市の財政状況がどのようになってい

l るかを l年に 2回(6月と 12月)、市民 1 
! の皆さんにお知らせしています。 j 
l 平成5年3月31日現在の平成4年度 j 

l 予算の執行状況を、図や表にまとめて j 
l みました。(この計数が、平成 5年度決 1 

・市税の負担と市民サービスの状況は? ( 算額となるものではありません。) j 
b.~~~~ム品晶4晶4ι4晶4・4晶...................................晶~~~~~~ ..d

家計簿を聞いてみると

1m億万5千円に 1 

市税の負担

固定資産税
67，718円

税
円
一

こ
汚
一
円
一

ぱ
広
一
税
灯
一
円
一
一

た

6

一車

J
一
引
一
見

市
開
|
-
制
一
附

軽

自

弱

一

M

入
一
主一土日刀特

1世帯当たり 467，434円

市民サービス

公債費
25，124円

総務費
52，706円

民生費
56，218円

土木費
41，877円

商工費
11，148円

1世帯当たり 983，018円
49，324人

14，465世帯

(歳入)
「一一般会計一一寸

(歳出)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 

市 税 6，919，950 6，761，430 97.7 

地方議与税 344，000 377，901 109.9 

利子割交付金 180，000 176，826 98.2 

地方交付税 2，296，436 2，407，289 104.8 

分担金及び負担金 435，392 421，916 96.9 

使用料及び手数料 315，595 298，185 94.5 

国庫支出金 1，595，056 1，414，137 88.7 

県 支 出 金 1，024，426 667，074 65.1 

繰 入 金 364，448 253，417 69.5 

繰 越 金 555，502 593，494 106.8 

繰 4~ 入 501，938 497，508 99.1 

市 イ責 1，763，900 127，100 7.2 

そ グ〉 他 456，632 482，345 105.6 

歳 入合計 16，753，275 14，478，622 86.4 

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 dzz b、 費 242，184 241，124 99.6 

総 務 費 2，735，604 2，599，660 95.0 

民 生 費 2，890，767 2，772，910 95.9 

衛 生 費 962，006 847，365 88.1 

労 ↑動 費 138，248 136，655 98.8 

農林水産業費 1，433，788 1，158，371 80.8 

商 工 費 557，077 549，867 98.7 

土 木 費 2，472，497 2，065，533 83.5 

j背 |坊 貸 551，424 531，095 96.3 

教 三円.!>< 貸 3，272，223 2，053，953 62.8 

1;、 {責 貸 1，272，152 1，239，239 97.4 

そ グ〉 他 225，305 23，587 10.5 

歳 出合計 16，753，275 14，219，359 84.9 





(4) 広報うおづ

市
政
の
動
き

一一一一一一一一……一一平成5年 6月

魚
津
市
議
会
臨
時
会

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
四
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ

こ
の
た
び

5
月
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
正

・
副
議
長
の
要
職
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

も
と
よ
り
徴
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
正
無
私
な
議
会
運
営
を
は

か
り
、
市
民
の
総
意
を
尊
重
し
、

魚
津
市
勢
の
発
展
と
市
民
の
福
祉

増
進
に
寄
与
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。近

年
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の

行
財
政
事
情
は
誠
に
厳
し
い
情
勢

で
、
議
会
の
責
任
と
役
割
り
も
非

常
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
消
防
合
同
庁
舎
の

い
支
」

つ

尚武氏

信夫氏

建
設
工
事
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
(
加
積
地
区
)
建
設
工
事
、
農

業
集
落
排
水
事
業
(
上
野
方
地
区
)

の
着
工
な
ど
、
ま
た
、
北
鬼
江
吉

島
線
立
体
交
差
事
業
、
桃
山
運
動

公
園
運
動
広
場
、
農
業
集
落
排
水

事
業
(
東
城
地
区
)
な
ど
の
完
成
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

市
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
、
明
る

く
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

議

長i畢
副
議
長窪

崎

尚
〈敬
称
略
〉

武夫

大
海
寺
新
ニ
七
六
番
地

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特
別
委

員
会
委
員

(
O
は
委
員
長 北

鬼
江
三
ニ

O
番
地

田

議
会
運
営
委
員
会

。
枠
苗
菊
池
古
金
竹
内

達清
進広庚士

O
は
副
委
員
長

O 
j兵経耕j清
多 j畢野水

総
務
文
教
委
員
会

。
野

沢

幸

昭

吉
崎
源
太
郎

浜
谷
佐
久
三

森

内

俊

雄

0 
経朝朝
j幸野町'

民
生
消
防
委
員
会

。
清
河
窪
田
畢
崎

尚信
武夫貢

O
菊
池
関
口
田
中

光達
幸衛贋

弘幹修
之稔子三

市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
長
い
間

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
工
事
を

行

っ
て
き
ま
し
た

H

北
鬼
江
古
'
局
総

の
立
体
交
差
。
が
完
成
し
、

6
月
弘

日
に
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
地

域
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

幹彰
稔子二

歩
行
者
・
自
転
車
専
用

地
下
歩
道
を
併
設

子
供
や
お
年
寄
り
な
ど
の
交
通
安

全
に
配
慮
し
て
、
こ
の
道
路
に
は
歩

行
者

・
自
転
車
専
用
の
地
下
歩
道
を

併
設
し
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
道
吉
島
北
中
線

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

中
学
校
踏
切
車
両
通
行
禁
止

都
市
計
画
道
路
北
鬼
江
吉
島
線
の

開
通
と
同
時
に
、
現
在
迂
回
路
と
な

っ
て
い
る
市
道
吉
島
北
中
線
(
中
学

校
踏
切
)
が
交
通
規
制
さ
れ
、
車
両

の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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高
島
産

業
者長進 経
済

委
員
ム
;A 

栄 修
吉広三

。
中稗 i畢浜
田苗崎多

O
清
水
古
金
野
崎

建

モ壬ル
亘又

委

員

会

清義弘
尚吉敬之

O
桜
坂
越
川
七
津

秋弥昭
政生弘

環
境
問
題
特
別
委
員
会

新
幹

笠塗叶 線
峨贋伺 特対

(別策
努清津 委
ラ水 111可員

A 
エミ

。
朝
野
幹
子

清

河

貢

浜
谷
佐
久
三

。
関
口
菊
池
森
内

。
吉
崎
源
太
郎

窪

田

信

夫

高

島

義

信
弘修義
之三敬

中
田

尚

桃
山
運
動
公
園
及
び

文
化
の
園
特
別
委
員
会

。
朝
野
彰
二

O
越
川

機

坂

昭

弘

稗

苗

経

津

稔

七

津

田

中

光

幸

産
業
展
示
館
・

第
二
体
育
館
建
設

特
別
委
員
会

栄
吉

O
経
津

幸

昭

古

金

尚

武

竹

内

。
野
崎
野
沢
津
崎

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

義
信
義
敬

。
朝 j畢高
野崎島

0 
中経綾
田 i畢坂

議
決
さ
れ
た
案
件

秋清弥
政吉生

マ
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

• 
例
の
設
定
に
つ
い
て

・
工
事
、
製
造
の
請
負
契
約
予
定

価
格
を
「
一
億
五
千
万
円
」
に
改
正

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

・
平
成

4
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
7
号
)
の
専
決
報
告

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
報
告

・
個
人
市
民
税
の
均
等
割
、
所

得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
な
ど

申

進広勝

同

件

ニ企二

J思、

案

忠日召
尚勝弘

マ
魚
津
市
北
鬼
江
二
八

O
二
番
地

古

金

広

氏
を
魚
津
市
監
査
委
員

に
選
任
。

議会運営委員会

全員協議会

6月定例会開会

代表・一般質問

一般質問

民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

議会運営委員会

討論 ・採決

市 議会

6月定例会日程
会期 14日間

6月8日(火)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

17日(木)

21日(月)

市
職
員
採
用
試
験

申
し
込
み
期
間

平
成

5
年

6
月
1
日
(
火
)
i
m日
(
火
)

(
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
)

試験日 ・場所 1t 験 資 格 人員 職種区分

r士防宵

， 

若干 一
※ • 事務 般力日公 7ー

者る 卒業生に和昭和昭 名

テス 官こL安職消防 立県 1月1般教養試
上

手度呈 ま 47 43 若干
保健婦 技Jコ れ年年

施実すもト 津役戸魚市に斤 士は7、学校高等富山 守と日 1 験

し、 のた 4 4 名 神f

ては 学有す力を 者月月 若干名
土 事

で 1 2 
務、日日 木

る。で、月 生害内 大学でまから
若干名 士消防 安職公

級

体 12

す有卒業程度 者た 自1から 和昭• • 
住所有すを

fムx晶、

津魚市役所 9 体力 立県 9 ー月 月般 る でま手昭口 48 若
女_._ 

初

2(日0テスト 校高等学 部富中山 (1日9教養試

者、で年
干
職

の校高等学 に 514 
j肖

る 学力を 生年月 名 |坊 級
月 日験

男 ま 4 2 
士

子 れ月日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係

一T
矧

魚

津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-
g
n
1
2
2
0
0
内
線
2
2
3



(6) 広報うあ、づ弘糊欄欄欄関側関欄欄欄欄総嚇欄欄欄樹齢糊側側駄駄嚇欄欄機ぬ欄総ぬ糊齢噛悶悶ぬ嚇欄関側欄欄欄欄欄平成 5年 6円

魚
津
市
友
道

1
0
5
5

竹存

松

原

才

次

氏

(

乃

歳

)

賓
氏
(
苅
歳
)

魚
津
市
新
角
川

1
1
6
1
8

魚
津
市
緑
町

4
1
1
4

内
橋
光
義
氏
(
万
歳
)

経
団
花
の

武お 愛

ム 田だ好

員 ゆ会

名 子

魚
津
市
浜
経
団

3
2
2
1

会
長

40歳か5の体のみなおレ

成人病健康診置/
心臓や脳卒中などの循環器の病気や肝臓の

病気の早期発見に、年に一度は健康診査を受

|対象者 140歳以上の方

※職場を退職された方や通知もれの方は、健康センターへ

連絡してください

ft24-3999 
問い合わせ先

市健康センター

実施期間と場所 |

・医療機関で受ける方
6月15日-8月31日までふ

・集団健診で受ける方

6月-9月 各地区公民館などで実施

(広報市民カレンダーに掲載)

健診の内容 |

問診 ・身体制定 ・検尿 ・診察 ・血圧測定・血液検査(コ

レステロール、中性脂肪、肝機能、腎機能、貧血)



平成5年 6月…………………一一一……一…欄…

み
ん
な
が

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

加

入

国

民

年

金

8
2
1
2
2
0
0内
線

1
4
3
・1
4
4

国
民
年
金
は
、
農
業
・
漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
営

業
の
人
を
は
じ
め
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
そ
の
奥
さ
ん
も
加
入
し
、
国
民
一
人
一
人

が
共
通
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
制
度
で
す
。
日
本
国

内
に
住
ん
で
い
る
初
歳
以
上
印
歳
未
満
の
人
は
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

広報うおづ

者

一

ト

臥

険

一

行

牌

保
一

川

配

被
一

院

時

国
守
一

訓

骨

qu
一
H

G

第

一
軒
叫

(7) 

加

入

の

手

続

-
農
業
や
自
営
業
の
人
な
ど
は

農
業
、
自
営
業
、
自
由
業
な
ど
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
な
い
人
で
初
歳
か

ら

ω歳
未
満
の
人
は
、
第

1
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
加
入
の
手
続
き

や
保
険
料
の
納
付
関
係
は
、
市
役
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。

-
大
学
生
な
ど
は

初
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
は
、
平
成

3
年
4
月
か
ら
第

1
号
被
保
険
者
と

し
て
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
加
入
の
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
。

-
会
社
や
役
所
に
勤
め
る
人
は

会
社
や
役
所
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
ま
す
が
、
同
時
に
国
民
年
金

の
第

2
号
被
保
険
者
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
手
続

き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
被

扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
第
3

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

ご
主
人
の
勤
務
先
で
確
認
を
受
け
、

市
役
所
に
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
保
険
料
は
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
ほ
う
で
負
担
し
ま
す
の
で

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
の
交
付

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
年
金

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳

は
、
年
金
の
届
出

・
手
続
き
の
際
に

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
制
度

第

1
号
被
保
険
者
は
、
所
得
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
額
の
保
険
料

(月
額

1
0
、
5
0
0
円
)
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
に
は
、
年
金
を
受
け
る

権
利
を
保
つ
た
め
に
、
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
市

保
険
年
金
課
国
民
年
金
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ス
う
お
づ包ク
イ
ー
ン

'93 
0
応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
国
歳
以
上
の
未
婚
女

性
(
高
校
生
は
除
く
)

-
ミ
ス
に
選
出
さ
れ
た
場
合
、
一
年

間
各
種
公
式
行
事
な
ど
に
参
加
で

き
る
方

O
応
募
方
法
・
申
し
込
み
先

-
参
加
申
込
書
を
記
入
の
上
、
上
半

身
写
真

・
全
身
写
真
各
一
枚
(
サ

ー
ビ
ス
サ
イ
ズ

)
を
同
封
し
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
魚
津
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

干
叩
魚
津
市
上
村
木

1
l
m
ー

ω

魚
津
商
工
会
議
所
内

g
n
l
1
2
0
0
 

ヲ貨

コ
ン
テ
ス
ト

⑮
⑧
⑧
⑧
⑧
 

旬、、

ス

お

づ

つ

ミ
ス
し
ん
き
ろ
う

ミ

ス

た

て

も

ん

0
申
し
込
み
締
切
り

7
月
9
日
(
金
)
当
日
消
印
有
効

O
賞
品
・
副
賞

・
3
ク
イ
ー
ン
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
(
ロ
ン
ド
ン

・
パ
リ

7
日
間
)
旅
行
と
副
賞

・
本
選
出
場
者
全
員
に
グ
ア
ム
旅
行

(
3
ク
イ
ー
ン
は
除
く
)

-
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈

-
3
ク
イ
ー
ン
の
推
薦
者
に

3
万
円

の
推
薦
者
賞
を
進
呈
(
自
薦
除
く
)

本
選
出
場
者

す
べ
て
の
方
に

海
外
旅
行
を

プ
レ
ゼ
ン
ト



2，367人が健脚競う
魚津しんきろうローt:'v-ス大会i
「第13回魚津しんきろうロードレース大会」が4月妥
25日に開催され、全国μ淵都E随道府県から参加、Jム2，3却3お6似 g
の選手(受付2，679人)が、水哩畳気楼の見える街魚津愉 設
を力強く走りました。雨やあられが降ったり 、また t

日が差したりと固まくるしく天候が変わる 、あいにを

くのコンディションとなりましたが、

選手たちは沿道に集った市民の盛んな b 

拍手や声援を受けながら思い思いのペミ

ースでゴールを目指しました。 S 
P行きはよいよい 帰りは恐い P 多
選手たちを悩ませたのが前日からの強安

い風。行きは風を背に受け走っていま議

したが、帰りは逆風。この風のため途ご
宇

中棄権した選手もいたようです。

(8) 広報うあ、づ一一…一一側関側関凶側関側関側関側側関凶側関…平成 5年 6月

A
Q

一
A

成

績

。
大(

種
目
別
の
優
勝
者
の
み
)

〔
初
陥
〕

〈
〉
一
般
男
子

佐
伯
匠
(
高
岡
市
)
1
時
間

7
分
却
秒

〈
〉
一
般
女
子

村
沢
信
枝
(
富
山
市
)
1
時
間
日
分
お
秒

〔

m
h〕
〈
〉
却
歳
以
下
男
子

山
中
嶋
真
幹
(
東
京
都
)

〈
〉
初
歳
代
男
子

中
村
雄
一
(
石
川
県
)

〈〉

ω歳
代
男
子

蔭
井
義
正
(
新
潟
県
)

泊
分
お
秒

つ
臼
「

q
u
ふ
y

n，
δ

ムノ

A
斗

A
f
Z
T

4
「刀

1
心
/

円
〈
U

ム
j

ph
d
干
庁
・

〈
〉
印
歳
代
男
子

山
本
良
治
(
黒
部
市
)

〈〉

ω歳
以
上
男
子

渡
辺
生
三
(
新
潟
県
)

〈
〉
高
校
男
子

大
野
哲
(
石
川
県
)

〈
〉
一
般
女
子

広
浜
良
子
(
魚
津
市
)

〔

5
陥
〕

〈
〉
中
学
男
子

白
井
敬
二
(
高
岡
市
)

〈
〉
中
学
女
子

瀬
川
千
鶴
(
大
沢
野
町
)

〔

3
h〕

〈〉
小
学
男
子

江
藤
昭
二
(
長
野
県
)

〈〉
小
学
女
子

松
島
朋
子
(
大
沢
野
町
)

5
子
3
少

q
u
A
ソ

A
古

手

f

8
す
7
少

q
u
Aソ
ワ
ω

手干

お
分
以
山
秒

お
分
別
秒

日
分
日
秒

日
分
臼
秒

日
分
問
秒

ー
す
8
少

t
i
-A
j
a斗
&
4
I
T

員
告
が
再
発
見

-hwu

切
支
丹
の
十
字
架

越
中
は
古
く
か
ら
の
真

宗
王
国
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
江
戸
時
代
に
は
魚
津

に
も
キ
リ
ス
ト
教
が
密
か

に
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
天
文

時
年
(
一
五
四
九
年
)
に
宣

教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ザ

ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
当

時
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
切
支
丹
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
と
の
貿
易
の
便
益
を
確
保

す
る
た
め
に
戦
国
大
名
に
保
護
、
援

助
さ
れ
、
近
畿
、
北
陸
な
ど
西
日
本

を
中
心
に
広
ま
っ
た
が
、
天
正
日
年

(
一
五
八
七
年
)
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て

禁
止
さ
れ
た
。
徳
川
家
康
は
更
に
弾

圧
を
強
め
、
信
徒
に
迫
害
を
加
え

た
。加

賀
藩
で
も
禁
制
を
厳
し
く
し
天

和

2
年
ご
六
八
二
年
)
、
元
禄
元
年

あ
の
人

ご
六
八
八
年
)
に
切
支
丹
禁
制
の

高
札
を
掲
げ
て
取
締
っ
た
。

魚
津
で
は
、
密
か
に
キ
リ
ス
ト
教

を
信
仰
し
て
い
た
郡
代
の
役
人
が
お

り
、
家
族
全
員
が
処
刑
さ
れ
た
と
い

う
事
件
も
起
っ
て
い
る
。

魚
津
際
史
民
俗
博
物
館
に
は
、
他

人
の
目
を
ご
ま
か
す
た
め
に
仏
像
を

取
り
付
け
た
十
字
架
が
あ
る
。
魚
津

で
の
隠
れ
切
支
丹
の
存
在
を
示
す
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
応

4

年
二
八
六
八
年
)
の
切
支
丹
禁
止
制

の
高
札
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

と
の
ク
h
M
l
フ

し
ん
き
ろ
う
ロ

l
ド
レ

l
ス
大
会

女
性
ラ
ン
ナ
ー
最
高
齢
者

天
野

和字
子二
さ
ん

歳

市
内
新
金
屋

「
日
固
ま
で
は
連
続
で
:・
。
あ
と

2
回
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
話
す

の
は
、

4
月
お
日
に
行
わ
れ
た
H

し
ん
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魚津埋没林博物館

4月24日、魚津埋没林博物館前の池に錦鯉2，500匹が

放されました。

この錦鯉は、宮島養鯉場(市内友道 宮島利明さん)

から贈られたもので体長40-70cmの黒鯉と体長12-

20cmの稚魚。道下保育園の園児や村木小学校の児童、

観光客らの手で次々に放された錦鯉は、池の中を群れ

を作って元気よく泳ぎまわっていました。

あでやかに水面を彩るその様は、まるで池をキャン

パスに絵を描いているようでとても美しく、きっと博

物館を訪れる観光客の目を楽しませてくれることと思

います。

みなさんも是非一度ご覧になってください。

錦鯉を放流〉第14園祭津市生涯学習発表大会

広報うおづ(9) 

h
d
w
¥
 

'
d
一党

.v
・
JU
Y
1

一一
l
u
V一のい

¥

色
限
的
j
h

Jr

思いっきり描いた踊った歌った
5月15・16日の両日、「魚津市生涯学習発表大会」が

市民会館で開かれ、絵画 ・俳句 ・書道 ・華道などの作

品展示や詩11今・民謡 ・整美体操 ・茶道などの実技発表

が行jつれました。

この発表大会は、中央公民館が、 、生きがいと仲間

づくりいを目的に開設している生涯学習教室の成果発

表の場として毎年開かれており、展示作品や演技には

出品者や出演者のい一年間の成果を表わしたい、、とい

う思いが強〈感じられるとてもすは‘らしいものはカミり

でした。

発表大会2日目の 5月16日、実技発表の前に行われ

た式典では、各教室の修了者144名に修了証が渡され

ました。

き
ろ
う
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
H

に
出

場
し
た
女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
中
で
最
高

齢
者
(
当
日

ω歳
、

m
M
完
走
)
の

天
野
和
子
さ
ん
。
第

1
固
か
ら
連
続

出
場
し
て
い
ま
す
。

天
野
さ
ん
が
健
康
の
た
め
に
走
り

始
め
た
の
は
昭
和
印
年
。
総
合
体
育

一

館
が
で
き
、
子
供
た
ち
を
連
れ
て
遊
び
い
く
ら
い
で
す
」
。
唯
一

景
色
を
楽
し

に
行

っ
て
か
ら
:・
。
そ
れ
ま
で
ラ
ン
み
な
が
ら
走
れ
た
と
い
う
の
は
ホ
ノ

ニ
ン
グ
な
ど
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

ん
で
し
た
が
、
そ
の
日
走
路
を

1
周
と
て
も
元
気
な
天
野
さ
ん
で
す
が
、

だ
け
走

っ
て
家
に
戻
り
ま
し
た
。
そ

昨

年

5
月
に
一
ヶ
月
間
入
院
し
ま
し

れ
以
来
、
体

育

館

へ

行

っ

て

は

走

る

た

。
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
体
を
鍛
え
て
い

よ
う
に
な
り
距
離
も
少
し
ず
つ
延
ば
ま
し
た
か
ら
先
生
に
"
す
ぐ
に
元
気

し
て
い
き
ま
し
た
。

に
な
る
ヨ

仰
と
言
わ
れ
て
:・
」。

8
月

普
段
の
練
習
は
仕
事
か
ら
帰

っ
て
に
は
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

μ

き
て
か
ら
で
、
天
気
が
良
か

っ
た
り
、
時
間
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

走
り
た
い
気
分
の
時
、
石
垣
辺
り
ま

「
や

っ
ぱ
り
年
を
と

っ
た
か
な
。

一

で
の
往
復
約

5
M
を
走
り
ま
す
。

般
の
部
に

5
M
の
種
目
が
あ
れ
ば
ナ

「走

っ
て
い
る
時
は
何
も
考
え
て
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑

ま
せ
ん
し
、
景
色
を
見
る
余
裕
も
な

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小川一
邪
気
減偽
札
と
末
。
ス
修
寝
泊
v
h

大

崎

稜

太

く
ん

(修
治

・
明
美
さ

新

真

知

佳

ち
ゃ
ん

(尚
治

・
広
子

ん
夫
妻
の
長
男
)

古

島

さ

ん

夫

妻

の
長
女
)

立
石

平
成

3
年

8
月

ロ

日

生

ま

れ

平

成

3
年

8
月
初
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

一
一一百》

ち
ょ

っ
ぴ
り
お
と
な
し
い
(
?
)陵
太

ク
ン

・:
強
い
男
の
子
に
な

っ
て
ね
。

特務お

iJ _ 
。明お

る母
くさ
ゃん
さの
し-

-[-"""'" 
供

育
っ

て
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広報うあ、づ平成5年 6月

児
童
手
当
の

手
続
き
を

一
人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給

平
成

3
年

1
月

2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
第
一
子
か
ら
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
手
続
き
方
法

印
か
ん
と
申
請
者
名
儀
の
預
金
通

帳
ま
た
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

届
出
を
し
な
い
と

6
月
以
降
の
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
書
類
は
、
受
給
者

あ
て
に

6
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

-
提
出
期
間

6
月

7
日
(
月

)i
お
日
(
金
)

.
提
出
・
間
合
先

市

社

会

福

祉

課

婦

人
児
童
係

(
宮
幻
1

2
2
0

0

内
線
問
)

身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
相
談
員

-
相
談
員

(
8
名
)

黒

田

京

二

視

覚

)

上

村

木

g
n
|
5
2
0
6
 

宝
泉
幸
雄
(
聴
覚
)
三
田

合

目

|
6
1
6
5

滝
川
敏
雄
(
肢
体
)
大
菅
沼

E
M
M
1
8
6
5
9
 

保
里
富
雄
(
肢
体
)
新
金
屋

E
M

-
-
8
5
2
 

坪
崎
す
ず
ゑ
(
股
体
)
住
吉

E
n
|
0
9
0
6
 

石
田
三
三
明
(
肢
体
)
大
海
寺
野

包

μー

4
6
7
0

勇
夫
(
版
体
)
文
化
町

宮
幻
|
2
4
9
4

庄
作
(
内
部
)
石
垣

E
M
l
8
6
4
8
 

川
上

一
一
一
士
口

街
路
樹
な
ど
の
害
虫
駆
除

薬
剤
叡
布
を
行
い
ま
す

6
月
上
旬
か
ら

7
月
下
旬
ま
で
の

梅
雨
時
期
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路

樹
や
公
園
の
樹
木
の
害
虫
駆
除
の
た

め
の
薬
剤
散
布
作
業
を
行
い
ま
す
。

散
布
作
業
の
際
に
は
、
歩
道
な
ど

に
置
か
れ
て
い

る
も
の
や
駐
車
さ
れ

た
自
動
車
の
移
動
、
洗
濯
物
の
取
り

入
れ
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樹
木
に
害
虫
が
発
生
し
た

場
合
や
樹
木
の
前
内
定
、
枝
払
い
な
ど

が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
作
業
は
市

で
行
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
0

・
間
合
先

市
公
園
住
宅
課

(
B
n
|
2
2
0
0

内
線

m)

水
道
管
を
洗
管
し
ま
す

水
道
管
の
内
部
を
清
帰
す
る
洗
管

作
業
を
行
い
ま
す
。

・

期

間6月
7
日
(
月

)
i
日
日
(
金
)

午
後
日
時

i
午
前

3
時

・

場

所

市
内
全
域

・
間
合
先

市
水
道
局

(
岱

幻

1
2
2
0
0
内
線

m
l
削

)

※
一
部
の
地
域
で
は
、
水
圧
の
低
下

や
赤
い
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

6
月
9
日
(
水
・
祝
日
)
の

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

6
月

9
日
(
水
)
は
、
国
民
の
祝
日

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
不
燃
物
の
収

集
は
行
い
ま
せ
ん
。
可
燃
物
は
予
定

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

前
東
城
簡
易
水
道
が
完
成

1
5
0
人

4
2
8
0
万
円

さ
く
井
工
事

ポ
ン
プ
・電
気
工
事

滅
菌
機
設
置

送
水
管
布
設

配
水
池
築
造

配
水
管
布
設

こ
の
事
業
費
の
一
部
は
、
国
及

び
県
の
補
助
金
、
厚
生
年
金

・
国

民
年
金
償
金
の
融
資
を
受
け
て
い

ま
す
。

O
浄
水
地
設

O
送
水
地
設

o
配
水
地
設

魚
津
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

7
月
H
H
A
H
V実
施
予
定

間
合
先
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(
宮
幻
|
2
2
0
0
内
線

2

3
1
)

7
月
四
日
に
任
期
満
了
と
な
る
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
を
録
さ
れ
て
い
る
人
。

次
の
日
程
で
実
摘
す
る
予
定
で
す
。

※
投
票
所
な
ど
そ
の
他
詳
細
に
つ

マ
選
挙
の
告
示
日

7
月

4
日
(
日
)
い
て
は
、
広
報

7
月
号
に
掲
載
。

マ
選
挙
の
期
日

7
月
日
日
(
日
)

マ
選
挙
す
る
定
数

凶
名

マ
選
挙
区

今
回
の
選
挙
か
ら
魚
津
市
全
域

を
区
域
と
す
る

1
選
挙
区
と
な
り

ま
す
(
従
来
1

4
選
挙
区
)。

マ
選
挙
権
の
あ
る
人

今
年

3
月
汎
日
に
確
定
し
た
農

立
候
補
予
定
者

事
務
説
明
会

立
候
補
手
続
き
、
選
挙
運
動
な
ど

・
日
時

6
月
幻
日
(
月
)

午
後

l
時
初
分

1

魚
津
市
役
所

第
l
会
議
室
(
2
階
)

-
場
所
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戸
ユ
解
禁

角

布
施
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--E
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-
釣
り

6
月
日
日
(
土
)
午
前

5
時

・
投
網
・
て
ん
か
ら
網

6
月
M
日
(
木
)
正
午

許
可
の
手
続
き

角
川

・
布
施
川

・
片
員
川
な
ど
の

内
水
面
許
可
手
続
き
は
、

6
月
四
日

午
前

9
時
か
ら
呉
東
内
水
面
事
務
所

(大
光
寺
)
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
竿

釣
り
は
市
内
の
釣
り
具
屈
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
早
月
川

・
片
県
川

(
8
号
線
上
流
)

の
県
管
理
河
川
は
、
網
に
つ
い
て
は

県
の
許
可
証
が
必
要
で
す
が
、
竿
釣

り
は
許
可
証
は
い
り
ま
せ
ん
。

九禄
ゆ
切
怪
5

¥
ー'/
紅
一
一

iご寄付ありガとう

ございました く敬称IB~).:..:~;....:.

広報うおづ)
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消
防
本
部
か
ら

防
災
豆
知
識
(
水
害
編
)

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
風
水
害

の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。

こ
の
季
節
、
毎
年
全
国
の
ど
こ

か
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
の

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
に
よ

る
大
規
模
な
火
砕
流

・
土
石
流
災
害

で
は
多
く
の
犠
性
者
を
出
し
て
い
る

こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

マ
こ
ん
な
場
所
が
危
な
い

-
河
川
の
近
く

・
傾
斜
地
や
崖
近
く

.
造
成
地

・
山
間
部

・
水
は
け
の
悪

い
所

・
低
地
な
ど

我
が
家
だ
け
は
安
心
と
楽
観
は
で

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
所

の
環
境

・
様
子
を
よ
く
知
り
、
家
の

内
外
や
建

っ
て
い
る
土
地
を
点
検
す

る
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る

み
で
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
番
組
を
見
ま
せ
ん
か

「
ご
存
じ
で
す
か
防
災
ミ
ニ
百
科
」

北
日
本
放
送
午
前
叩
時
お
分

1

6
月
刊
日
(木
)

O
風
水
害
時
の
避
難
場
所

6
月

μ
日
(木
)

O
消
防
団
に
女
性
パ
ワ
ー

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ク
リ
ー
ン
な

電

波

環

境

を

・

・

・

電
波
利
用
保
護
旬
間

6
月
1
H
l

m
日

消
防

・
数
急
無
線
な
ど
に
妨
害
を

与
え
る
不
法
改
造
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
の
使
用
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

北
陸
電
気
通
信
監
理
局

(
宮

0
7
6
2
|
お
|
4
4
4
3
)

Z6 P.I圏~進
め
よ
う

ゴ
ミ
の
な
い

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
市
で
は
環
境
美
化
目

標
と
年
間
実
施
計
画
を
定
め
、
快
適

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
街
を
つ
く
る
の
は
み

な
さ
ん
で
す
。
街
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ

砂社会福祉基金として

F司苧志天神町'新
制j 昭明小川寺

砂善意銀行へ

o野村 幸男立石
弘 松本山雄住吉

ほ )与野高司 経田中町

ー 似井 l直江末広町

壬凶 奇心旧 安千 末広町

ほ F司苧志天神野新
暮 山川必久文化町

」 中村喜一 本江

i ィi井 ぜ友道
の 牧野長七郎新金屋一丁目

白 JI~世克範村木町

に 上口保育園峨員一同

L、 友田 道~fì 新角川二丁目
カ、 比例野九郎助 経団中町

者 Mc谷口くさ 平tH.
お 黒i軒lファミリー相木
ヂ 米ヶ谷茂 三ケ

い 鳥切 l順一 浜経団

ま |丘名
十 放沢井喜一 本町二丁目

、 脇坂 tJ;!j: 村木町
後l雄 幸宏住吉

及川あや友道

三井自動卓友の会

木下成文新宿

ラ電~.:):/i.!.tl 
・市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金~土) 宮24-8841

・税務テレホン・サービス(税務相談室

高山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス (県保険医

協会) 宮 0764-42 -0003 

6月のテーマ
(月)足首の捻挫

(火)自分で計る血圧

(水)女性の外陰部のかゆみ

(木)尚石のこわさ

(金)おし っこをすると痛い

(土・日 )来り物酔いの対策

50，000円

100，000円

5，000円

70，000円

50，000円

3，000円

3，000円

100，000円

100，000円

50，000円

100，000円

30，000円

50，000円

4，000円

10，000円

30，000円

20，000円

5，000円

30，000円

50，000円

3，000円

50，000円

100，000円

30，000円

50，000円

天神野新 3，000円

50，000円

危険物安全週間

8月 8 日~12日
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・
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休
館
の
お
知
ら
せ

6
H
l
H
(火
)か
ら
凶

H
(木
)ま

で
、
本
列
Mm
埋
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

日
日
(金
)か
ら
開
館
し
ま
す
。

無
限
の
海
へ

読

書

の

旅

立

ち

・・・・・・
③

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

皇
太

子

の

愛

山

内

継

祐

三
歩
下
が

っ
て
附
の

μを
成
ぶ

永

六

輔

徳
川
家
康
の
人
閉
経
営
童
門

冬

二

今
ど
き
の
オ
ン
ナ
は
:
・水

野

綾

子

人
間
直

言

二

子
山
勝
治

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

・
ザ

・
探
偵
横

田

武

夫

成

功

の

条

件

山

中

佳

子

太
ら
な
い
た
め
の
子
ど
も
の
夕
食
メ

ニ

ュ

ー

井

上

八

重

子

日
本
わ
ら
べ
う
た
全
集
全
幻
巻

〈
文
学

・
小
説
〉

ち
い
き
な
物
み
つ
け
た
五

木

寛

之

芦
原
す
な
お

山
桃
寺
ま
え
み
ち

住
川
け
的
に
会
い
た
い

μ
H
ロ
H
H
叶

点
肝

-
川
d

叫
叫
ト
仁

ぃ泊
・上
の
作
列

お
ろ
か
な
日
々

あ
と
や
光
き

川
崎
し
い
子
紙〈富
山
の
本
〉

北
陸
・
化
の
散
歩
道

(ル
打
者
寄
贈
)

北
陸
屯
力

歌
集
お
き
の
じ
よ
ろ
う

(山
下
打
者
寄
贈
)
池

田

礼

f

佐
波
忠
作
さ
ん
へ
の
追
惣

(編
者
寄
贈
)
牧
野
正
雄
一制

十
三
の
里

第
日
号
郷
義
弘
特
集

(一制
者
寄
贈
)
松
倉
振
興
会

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
ま
で

2
週
間
で
す
。

|付
i正l
fft 
?'I 
{左。
コノ

1沼-
月:

よ

‘，
 •• 
E

・
、E-a-‘.，
 

柳

教

室

会

と

ミ主

6
月
お
日
(水
)

午
後

l
時
ぬ
分

i

「茶
」
「
絡
め
る
」

「
雄
一
兆
」

協
坂

tiTI J来
JやI~ [-誠犬

i::r 
j長

)ffi 

人以
助
言
荷

正
夢
先
生

古
文
書
解
読
会

6
月
日
日
(火
)

午
後

1
時
初
分

i

草
が
な
原
本
で

読
む
読
書
会

き

6
月
勾
日
(
火
)

午
後
1
時
ぬ
分
j

校
芯
「
土
佐
日
記
L

な
と

き

な
と

テ
キ
ス
ト

笠

木

綾

乃の
ち

ま:
屋 3
町歳

今
年
か
ら
保
育
園
へ
行
っ
て
い
ま

す
。
友
達
が
増
え
て
、
楽
し
い
毎
日

で
す
。

綾
乃
ち
ゃ
ん
の
一
日
は
、
お
や
す

み
前
に
読
ん
で
も
ら
う
本
で
終
わ
り

ま
す
。
今
は
、

で
す
。

ノ
ン
タ
ン
の
本
が
大
好
き

h
?
U匡
λ
っ
し
ょ
こ
/

「

ー

;

月

の

川

し

、

勺

日
日
(火
)
映
削
時
を
け
沖
川
る

辺
日
(火
)
工
作
う
き
だ
し
は
り
絵

却
日
(
火
)
映
画
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
物
語

午
後
4
時

i

4
時
ぬ
分

幼
児

i
小
学
生

と

象き

対第 来団前在県連青車津市合 大道革新空 刷図刷場 7険冒 刈目 ア北サ K洲グ 「一一一39 :tl:! i!1 1* 15川の車 おあ ミ陸電力 I 0 ~、 ル催 下E曽H 
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6
月
の
行
事

女
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

-m日
(
日

)im日
(
土
)
紙
川
上
で

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
代
川

利
円
を
添
え
て
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

食
オ
セ
ロ
大
会
羽
田
(
土

)
2時
i

八休
館
日
〉
似
川
一
月
曜
日

・
祝
日

鵠

集

後

記

サ
ッ
カ
ー
J
リ

l
グ
が
閉
幕
し
て

2
週
間
、
今
や
そ
の
人
気
は
、
プ
ロ

野
球
、
相
撲
を
し
の
ぐ
勢
い
で
す
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
も
、
サ

ッ
カ
ー
は
野
球
と
並
ん
で
人
気
種
目

の
よ
、
フ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
は
と
い
う
と
、
学
生
時
代
に
や
り

始
め
た
ラ
グ
ビ
ー
。
ト
ラ
イ
の
快
感

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
今
も
な
お
地
元
の

不
惑
チ
ー
ム
に
所
属
、
年
数
回
の
試

合
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
楽
し
く

や
る
の
が
一
番
。
も
っ
と
も
私
の
場

合
は
、
試
合
の
後
の
一
杯
を
楽
し
ん

で
い
る
の
か
も
・・・
・・
・・・・・
・・
。

(
I
)

「
苦
労
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
全
力

で
守
っ
て
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
」
・:
皇
太
子
殿
下
の
お
言
葉
が

印
象
深
〈
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

6
月
9
日
、
皇
太
子
殿
下
と
雅
子
様

が
め
で
た
く
結
婚
の
儀
を
迎
え
ら
れ

ま
す
。
お
め
で
と
、
7
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で

3

・
4
・
5

・
6
月

と
市
役
所
の
中
で
も
結
婚

・
結
納
と

お
め
で
た
い
話
が
続
い
て
い
ま
す
。

み
ん
な
お
め
で
と
、
7
。
で
も
、
ま
さ
か

お
前
た
ち
も
「
全
力
で
守
っ
て
助
け

て
あ
げ
た
い

」

っ
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し

た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
・・・
似
合
わ

な
い
ぞ
(
少
し
か
ら
か
い
た
い
気
分

の
先
輩
で
す
。)
(

Y

)

谷 川は森附印刷/魚津印刷株式会社

(平成5年 5月1日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，786人(+40) 
(女)25，596人(+18) 

計 49，382人(+58) 
世帯数 14，523世帯
(外国人の登録を含む)

市の人口

編集/企画広報室


